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投
票
日
の
当
日
に
、
次
の
事
由
に
該
当
す
る

見
込
み
で
あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○�

職
務
や
業
務
ま
た
は
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
に

従
事
す
る
人（
区
域
は
問
い
ま
せ
ん
）

○�

用
務
や
事
故
の
た
め
、
投
票
区
の
区
域
外
に

旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る
人

○�

病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
困
難
で

あ
る
人

　

な
お
、
期
日
前
投
票
は
４
月
20
日（
水
）か
ら

４
月
23
日（
土
）ま
で
の
毎
日
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
病
院
等
に
お
早
め

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
遠
方
に

滞
在
さ
れ
て
い
る
人
が
不
在
者
投
票
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
早

め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、「
告
示
日
の
翌
日
」
か

ら
で
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、

障
が
い
の
程
度
ま
た
は
、
要
介
護
状
態
区
分
が

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
、
自
宅
等
か
ら

郵
便
投
票
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
、
か
つ
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
人
に
投
票
に
関
す
る

記
載
を
さ
せ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。　

不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票

期
日
前
投
票

表１　「投票できる人の要件」
選 挙 期 日
の 告 示 日 平成23年４月19日（火）

選 挙 期 日 平成23年４月24日（日）

①
か
ら
③
ま
で
の
す
べ
て
の
要
件
を

備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

①
住　

所

平成23年４月18日現在におい
て、３ヶ月以上引き続いて大
淀町に住所を有する人。すな
わち、平成23年１月18日以前
（18日を含む）から大淀町に住
所を有する人。

②
年　

齢

平成23年４月24日現在におい
て、年齢満20歳以上に達する
人。すなわち、平成３年４月
25日以前（25日を含む）に生ま
れた人。

③
そ
の
他

ア　日本国民であること
イ　大淀町に居住し、住民基
本台帳に記載されている
こと

ウ　欠格事由（失権者）に該当
　　しないこと

選挙人名簿の縦覧

平成23年４月19日（火）

午前８時30分から午後５時ま
で、町選挙管理委員会事務局
で縦覧できます。今回の選挙
で新しく登録された人は、氏
名等が正しく登録されている
かどうか、お確かめください。

（

）

　

大
淀
町
議
会
議
員
の
任
期
が
本
年
４
月
30
日

で
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
年
４
月
�4
日

（
日
）に
大
淀
町
議
会
議
員
選
挙（
定
数
1�
人
）が

執
行
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
19
日

（
火
）の
告
示
日
に
お
い
て
立
候
補
の
届
出
が
13

人
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
、
町
内
�9
ヶ
所
の
投

票
所
で
そ
れ
ぞ
れ
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
下
表
１
の
要
件
に
該
当

す
る
人
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
下
表
１
の
①
か
ら
③
ま
で
の
す
べ

て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
投

票
日
ま
た
は
期
日
前
投
票
を
す
る
日
ま
で
に
大

淀
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
と
き
は
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

	 投 票 日 時　　４月24日（日）
	 　 　 　 　　　午前7時～午後8時

期日前投票は　４月20日（水）～23日（土）
	 　 　 　 　　　午前８時30分～午後８時
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投
票
当
日
は
、
左
記
表
２
の
29
の
投
票
所
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
ご
家
庭
に
郵
送
さ
れ

る
投
票
所
入
場
券（
４
月
19
日（
火
）発
送
予
定
）

を
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投　

票　

所

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
圧
着
ハ
ガ
キ（
１

枚
に
同
一
世
帯
４
人
ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。）に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
の
左
下
部
か
ら
シ
ー
ト
を
め
く
っ
て

い
た
だ
き
、
切
取
線
に
し
た
が
っ
て
各
自
の
部

分
を
切
り
離
し
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

表２　「投票所一覧」
投票区 投票場所 該当地区

第１投票区 大淀町中増老人憩の家 中増

第２投票区 大淀町西増老人憩の家 西増

第３投票区 町立増口コミュニティセンター 増口、出口

第４投票区 町立旭ヶ丘総合センター 比曽

第５投票区 大淀町上比曽老人憩の家 上比曽

第６投票区 大淀町公民館北六田分館 北六田

第７投票区 町立大淀希望ヶ丘小学校多目的ホール 北野

第８投票区 大淀町新野地区公民館 新野

第９投票区 大淀町公民館馬佐分館 馬佐

第 10 投票区 大淀町公民館越部分館 口越部

第 11 投票区 大淀町中越部老人憩の家 中越部、奥越部

第 12 投票区 大淀町公民館南大和分館 南大和

第 13 投票区 大淀町土田地区公民館 土田

第 14 投票区 大淀町口桧垣本地区公民館 口桧垣本

第 15 投票区 大淀町役場１階町民ホール 上桧垣本

第 16 投票区 大淀町公民館吉野平分館 吉野平

第 17 投票区 町立金吾町北郷コミュニティセンター 金吾町、畑屋、持尾、矢走

第 18 投票区 大淀町公民館芦原分館 芦原

第 19 投票区 下渕会館 (大淀町下渕公民館 )１階会議室
新町、岡崎
西町一・二丁目

第 20 投票区 町立西町五丁目コミュニティセンター 西町三～五丁目

第 21 投票区 大淀町公民館車坂分館
西町六丁目、香梨台
車坂町、高見台、
つつじヶ丘、美吉野園

第 22 投票区 大淀町桜ヶ丘老人憩の家 北町一～三丁目

第 23 投票区 大淀町公民館北町学園前分館 北町学園前

第 24 投票区 大淀町岩壺老人憩の家 岩壺、鉾立

第 25 投票区 大淀町公民館大岩分館 大岩

第 26 投票区 大淀町公民館今木分館 今木

第 27 投票区 町立薬水コミュニティセンター 薬水

第 28 投票区 大淀町佐名伝公民館
佐名伝
大阿太グリーンポリス

第 29 投票区 大淀町公民館花吉野ガーデンヒルズ分館 花吉野カーデンヒルズ

あなたの投票区・投票場所を今一度お確かめください。

選挙に関する
問い合わせ
町選挙管理委員会
事務局（役場内）
☎0747−52−5501

大淀町議会議員選挙
～みんなそろって投票しましょう～
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
平
成
21
年
度
に
策

定
し
た
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
選
択

と
集
中
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し

等
に
よ
り
捻
出
し
た
限
ら
れ
た
財
源
を
「
未
来
の
大
淀
町
」

を
見
据
え
た
施
策
に
効
果
的
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
健
全
で

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
ど
の

税
目
に
お
い
て
も
前
年
度
並
ま
た
は
前
年
度
よ
り
落
ち
込

む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
全
体
で
１
４
４
８
万
円
減

額
の
18
億
４
６
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税
の
増
加
等
で

１
億
２
０
０
０
万
円
増
額
の
22
億
９
０
０
０
万
円
、
国
庫
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
等
の
財
源
に
よ

り
７
８
２
８
万
円
増
額
の
５
億
６
２
８
９
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学
校
施
設
整
備
事
業

債
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
に
よ
り
２
億
１
２
２
０
万
円

減
少
の
３
億
８
２
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
既
存
の
各
事
業
に
つ
い
て
内
容
の
見
直

し
、
経
費
の
削
減
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
に
つ
い

て
も
必
要
性
、
緊
急
性
を
十
分
精
査
し
ま
し
た
。
扶
助
費

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り

１
億
３
４
２
７
万
円
の
増
額
と
な
る
一
方
で
、
物
件
費

に
つ
い
て
は
、
し
尿
処
理
委
託
料
な
ど
の
減
額
に
よ
り

７
４
２
４
万
円
の
減
額
、
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、
大
淀
病

院
へ
の
繰
出
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
３
９
２
７
万
円
の
減
額
、

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
で
あ
る
中
学
校
施
設
整
備
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り

１
億
３
１
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一般会計予算は65億8800万円

	 予 算平成23年度
予算総額は147億9106万円

町税
18億4660万円

地方消費税交付金　
1億4110万円

地方交付税　
22億9000万円
地方交付税　
22億9000万円分担金

及び負担金　
1億1870万円

使用料
及び手数料　
1億5337万円

国庫支出金　
5億6289万円

県支出金　
4億2679万円

繰入金　
2億5782万円

諸収入　
1億125万円

地方債　
3億8210万円

その他　3億738万円

歳入
65億

8800万円

歳入
65億

8800万円

地方譲与税 7260万円
財産収入 6908万円
ゴルフ場利用税交付金 5670万円
地方特例交付金 5180万円
繰越金 2000万円
自動車取得税交付金 1790万円
利子割交付金 840万円
配当割交付金 540万円
交通安全対策特別交付金 260万円
株式等譲渡所得割交付金 190万円
寄付金 100万円
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使いみちごとの予算額

通　
　

常　
　

経　
　

費

人件費 15億2636万円

物件費 9億0676万円

維持補修費 43万円

扶助費 10億8425万円

補助費等 13億2377万円

公債費 8億2481万円

積立金 3970万円

貸付金 1521万円

繰出金 5億8926万円

予備費 2000万円
投
資
的
経
費

普通建設事業費 2億5620万円

災害復旧事業費 125万円

合　　　計 65億8800万円

収益的収入 27億1950万円

収益的支出 27億1922万円

資本的収入 01億0561万円

資本的支出 01億9916万円

病院事業会計

収益的収入 03億5757万円

収益的支出 03億3908万円

資本的収入 01億5590万円

資本的支出 01億9362万円

水道事業会計

総務費
8億1155万円

民生費　
23億5644万円

衛生費
9億3018万円
衛生費

9億3018万円

消防費
4億1208万円

公債費
8億2481万円

農林水産業費　
4559万円

商工費　
3148万円

教育費　
7億649万円

災害復旧費　
125万円

予備費　
2000万円

議会費　
1億898万円

土木費　
3億3915万円

歳出
65億

8800万円

歳出
65億

8800万円

病院事業会計
29億1838万円
病院事業会計
29億1838万円

介護保険事業
特別会計

16億145万円

介護保険事業
特別会計

16億145万円

水道事業会計　
5億3270万円

住宅改修資金等
貸付金特別会計　
3816万円

公園墓地事業
特別会計　
828万円

下水道事業
特別会計　
8億8785万円

後期高齢者
医療特別会計　
1億8168万円

全会計
147億
9106万円

全会計
147億
9106万円

一般会計
65億8800万円

国民健康保険
事業特別会計
20億3456万円

20
18 19 20 21 22 23

30

40

50

60

70

80

億円

年度

基金残高・地方債残高の推移
地方債残高
基金残高

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
前
年
度
よ
り
４
０
０
万
円
増
額
の
65

億
８
８
０
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
財

政
調
整
基
金
９
５
４
１
万
円
な
ど
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
よ

り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
に
か
か
る
地
方
債
の
現
在
高
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
末
に
は
前
年
度
末
よ
り
３
億
３
１
０
８
万

円
減
少
し
、
64
億
１
８
０
２
万
円
と
な
り
、
ま
た
基
金
の

現
在
高
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
末
は
前
年
度
よ
り

２
億
１
１
５
３
万
円
減
少
し
、
42
億
１
６
７
５
万
円
と
な
る

見
込
で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
度
途

中
に
お
い
て
も
補
助
金
・
交
付
金
の
獲
得
に
努
め
る
な
ど
さ

ら
な
る
財
源
を
確
保
し
、
予
算
を
使
い
切
る
と
い
う
考
え
を

払
拭
し
つ
つ
事
業
執
行
を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
い
、
歳
出

全
体
の
更
な
る
削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
特
別
会

計
の
総
額
が
47
億
５
１
９
８
万
円
、
病
院
事
業
会
計
予
算

額
は
29
億
１
８
３
８
万
円
、
水
道
事
業
会
計
予
算
額
は

５
億
３
２
７
０
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
を
含
む
す
べ
て
の

予
算
の
合
計
額
は
１
４
７
億
９
１
０
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

各会計予算額の全会計予算
総額に占める割合

町
全
体
の
予
算
額
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行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
本
町
の
組
織
の
一
部
を
再
編
し
ま

し
た
。
こ
の
組
織
機
構
の
再
編
・
見
直
し
は
、
事
業
を
選
択
・
集
中
し

展
開
さ
せ
る
た
め
、
迅
速
な
意
志
決
定
を
行
え
る
簡
素
で
柔
軟
な
行

政
組
織
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
職
員
一
同
、
新

た
な
体
制
で
一
丸
と
な
っ
て
、
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

役
場
の
組
織
が

　
　

	

変
わ
り
ま
す

本町では、「ひともまちも輝く大淀町～安全で住み良い活力あるまちをめざして～」を基本理念・将来像
として総合的・計画的な行政運営を図っています。
第３次大淀町総合計画は、こうした行政運営を行っていくうえでの具体的な施策推進の方向や体系、

実施するべき主要事業を定めているもので、平成19年度から平成28年度までの10年間を推進期間とし
ています。
現在、基本計画（前期基本計画：平成19年度から平成23年度まで）で定める事業や施策について進捗管

理を行っており、この進捗状況について町ホームページで公表しています。
■問い合わせ先　企画政策課

第3次大淀町総合計画
進捗状況について町ホームページで公表しています

総
務
課

　

安
全
対
策
推
進
室

企
画
政
策
課

財
務
課

税
務
課

　

徴
収
対
策
室

福
祉
課

　

第
１
保
育
所

　

あ
お
ぞ
ら
保
育
所

ほ
け
ん
課

健
康
増
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

人
権
住
民
課

　

人
権
施
策
推
進
室

　

桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

　

旭
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

建
設
産
業
課

環
境
整
備
課

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

企
画
政
策
課

〈
企
画
係
〉

重
要
施
策
の
総
合
企
画
・
調
整
、
重
要
事
項
の
調
査
・
計

画
、
総
合
計
画
の
策
定
、
広
域
行
政
、
半
島
振
興
、
交

通
政
策
、
行
財
政
改
革
、
統
計
調
査

〈
都
市
計
画
係
〉

都
市
計
画
、
管
内
地
図
の
作
成
、
開
発
事
業
、
宅
地
造

成
等
規
制
法
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
、

国
土
利
用
計
画
法
、
都
市
公
園
の
管
理
、
緑
地
保
全
、

風
致
保
全
、
屋
外
広
告
物
、
土
地
開
発
公
社

〈
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
〉

地
域
振
興
、
定
住
促
進
、
観
光
、
住
民
参
加
、
企
業
誘

致財
務
課

〈
財
務
係
〉

財
政
計
画
、
財
政
状
況
の
公
表
、
予
算
の
編
成
・
執
行
、

町
債
等
、
普
通
財
産
の
管
理
、
基
金
、
会
計
事
務
、
決
算
、

物
品
等
の
出
納
保
管
、
公
用
車
の
集
中
管
理

〈
電
算
係
〉

行
政
情
報
化
、
住
民
情
報
系
・
行
政
情
報
系
等
シ
ス
テ

ム
の
管
理

健
康
増
進
課

〈
庶
務
管
理
係
〉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、
町
医
・
医
師
会
等
、
保

健
事
業
等
の
費
用
の
徴
収
、
住
民
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

等

〈
保
健
予
防
係
〉

保
健
衛
生
思
想
の
普
及
向
上
及
び
保
健
活
動
、
母
子
健

康
手
帳
、
子
育
て
支
援
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
健
康
・
栄

養
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
母
子
保
健
法
、
成
人
の
各
種

検
診
・
栄
養
・
健
康
づ
く
り
、
生
活
習
慣
改
善
、
健
康
増

進
法
、
介
護
予
防
、
食
育
、
各
種
予
防
接
種
、
感
染
症

予
防
、
精
神
保
健
、
難
病
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
、
災
害
時
保
健
活
動

〈
地
域
医
療
係
〉

保
健
・
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
南
和
の
医
療
等
に

関
す
る
協
議
会

建
設
産
業
課

〈
建
設
係
〉

道
路
・
水
路
、
河
川
・
橋
梁
、
砂
防
、
河
川
公
園
の
維
持

管
理
、
道
路
・
河
川
の
占
用
、
町
道
明
示
、
法
定
外
公

共
物（
里
道
・
水
路
）、
計
量
、
地
籍
調
査
、
建
設
工
事
、

土
木
工
事
、
災
害
復
旧
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
交
通

安
全
対
策
事
業
、
街
路
灯
、
町
有
施
設
の
建
設
・
営
繕

〈
産
業
振
興
係
〉

商
業
・
工
業
等
の
振
興
等
、
吉
野
路
大
淀
ｉ
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
）、
土
地
改
良
事
業
、
治
山
治
水
事
業
、
農
地
・

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
、
農
業
土
木
、
農
業
・
林
業
・

水
産
業
・
畜
産
業
の
振
興
、
米
消
費
拡
大
事
業
、
鳥
獣

保
護
・
狩
猟
、
農
業
委
員
会
、
森
林
組
合

〈
契
約
係
〉

指
名
業
者
登
録
、
契
約

変
更
の
あ
っ
た
部
署
を
紹
介
し
ま
す

※
変
更
の
あ
っ
た

　

部
署
の
み
太
字

住
民
福
祉
部

総　

務　

部

建
設
環
境
部



�

だ
よ
り

平
成　

年
町
議
会
第
1
回
定
例
会

23

　

平
成
�3
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月

３
日（
木
）か
ら
３
月
14
日（
月
）ま
で
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

■�

大
淀
町
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

本
町
の
新
た
な
組
織
・
機
構
体
制
を
編
成
す

る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

■�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
町
議
会
議
員
が
委
員
会
の
委
員
と
な
る
場

合
、
一
部
の
委
員
会
を
除
き
、
報
酬
及
び
費
用

弁
償
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

■�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
国
に
お
い
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
、
及
び
保
育
所
・
幼
稚
園
に
勤
務
す
る
職
員

の
職
階
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

■�

大
淀
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
立
大
淀
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
ヘ
ル
パ
ー

に
つ
い
て
、
看
護
補
助
業
務
に
対
す
る
特
殊
勤

務
手
当
の
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■�
大
淀
町
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

他
の
都
道
府
県
に
お
い
て
療
育
手
帳
を
も
と

に
福
祉
医
療
の
助
成
を
受
け
て
い
た
者
が
、
奈

良
県
に
転
入
し
奈
良
県
の
療
育
手
帳
の
交
付
を

申
請
し
た
場
合
、
奈
良
県
発
行
の
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
、
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
の
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

■�

大
淀
町
改
良
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

火
災
に
よ
り
全
焼
し
た
改
良
住
宅
１
戸
を
用

途
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■�

大
淀
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

町
営
住
宅
へ
の
独
居
老
人
、
身
体
障
害
者
等

の
住
宅
入
居
資
格
に
町
内
在
住
も
し
く
は
町
内

勤
務
等
の
要
件
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
で

す
。

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
公
園
墓
地
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

■�

平
成
��
年
度
大
淀
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

■
平
成
�3
年
度
大
淀
町
一
般
会
計
予
算

■�

平
成
�3
年
度
大
淀
町
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計
予
算

■�

平
成
�3
年
度
大
淀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

■�
平
成
�3
年
度
大
淀
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

■�
平
成
�3
年
度
大
淀
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
■�

平
成
�3
年
度
大
淀
町
公
園
墓
地
事
業
特
別
会

計
予
算

■�

平
成
�3
年
度
大
淀
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

条
例
の
一
部
改
正

平
成
23
年
度
当
初
予
算

平
成
22
年
度
予
算
の
補
正

■
平
成
�3
年
度
大
淀
町
病
院
事
業
会
計
予
算

■
平
成
�3
年
度
大
淀
町
水
道
事
業
会
計
予
算

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書

■�

奈
良
社
会
保
険
病
院
の
公
的
機
関
と
し
て
の

存
続
の
た
め
、
公
的
存
続
法
の
早
期
成
立
を

求
め
る
意
見
書

■�

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の
大
幅
増
員
と

夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を

求
め
る
意
見
書

■�

所
得
税
法
第
��
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

■�

旧
大
淀
町
立
大
淀
第
一
小
学
校
解
体
工
事
に

関
す
る
調
査
結
果
報
告

意　
　
　

見　
　
　

書

そ　
　
　

の　
　
　

他
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▲
町
更
生
保
護
女
性
会
の

　

み
な
さ
ん ▲

３
年
間
の
感
謝
の

　

気
持
ち
を
こ
め
て

▲

協
議
会
の
様
子▲

▲

毎回、深い話し合いが
できています

一層の住民本位のまちづくりをめざして
「第３回まちづくり情報交換会」を開催しました

感謝の気持ちをこめて
町立大淀中学校３年生が清掃活動
　３月７日（月）、町立大淀中学校３年生の有志約37
人が卒業を前に、近鉄下市口駅および越部駅周辺、
町役場周辺、大淀中学校周辺の清掃作業を行いまし
た。この活動は、在学中にお世話になった場所、汚
してしまった場所への感謝とお詫びの気持ちをこめ
て行われており、今回で31回目となりました。
　清掃の後は、３年間の感謝の気持ちを込めて、町
長に花束とメッセージが贈られました。

南和の医療等に関する協議会
第３回協議会を開催

　２月17日（木）、吉野町中央公民館で「第３回南和
の医療等に関する協議会」の会議が開催され、奈良県
知事（協議会会長）をはじめ各市町村長等が出席して、
南和地域全体で医療を支えるための今後の方針につ
いて協議し、合意されました。
　今後の方針として、「南和の医療は南和で守る」とい
う基本理念を設定して、
①�病院運営組織として新たに一部事務組合を設置す
ること
②�病院再編後の医療機能は救急医療機能の向上、療
養病床の確保などをめざすこと
③�施設整備方針として、今回の協議会では救急病院
（急性期、１施設）と地域医療センター（療養期、２
施設）の場所について２つの案を提示し、次回の協
議会で決定すること
などについて合意が図られました。�
※南和の医療等に関する協議会ホームページ
　http://nanwairyou.jp/

子どもの安全のために
町更生保護女性会が防犯ベルを寄贈
　３月16日（水）、大淀町更生保護女性会から、町教
育委員会に防犯ベル171個が寄贈されました。これは、
犯罪を未然に防止するとともに、児童・生徒が犯罪か
ら身を守る助けとなればという思いから行われました。
　町教育委員会では、この４月に町内小学校に入学
する児童に対し、この防犯ベルを配布します。
　大淀町厚生保護女性会は、女性の立場から、犯罪・
非行をなくし明るい社会をつくることをめざして活
動されています。ありがとうございました。�

　町では、まちづくり活動などをされている人たち
の活動をさらに活発化していただくことが、魅力あ
る大淀町をつくることにつながると考えています。
その一環として、日ごろ活動されているみなさんど
うしの意見交換・交流を目的に「まちづくり情報交換
会」を開催しています。
　３月６日（日）、第３回まちづくり情報交換会を開
催しました。
　日曜日にもかかわらず、11団体26人のみなさん
が参加してくださいました。今回は、参加者どうし
の意見交換に加えて、天理市でまちづくり活動をさ
れている団体の代表の人を招いての講演会も行いま
した。
　参加されたみなさんに協力していただいたアンケ
ート結果には、「今後の活動の参考になった。」「また参
加したい。」というご意見が多くありました。
　今後も、内容の充実を図りながら、定期的に「情報
交換会」を開催し、みなさんの活動の輪を広げ活力あ
るまちづくりを一緒に進めていきたいと思います。
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募金箱設置場所

①町役場�
②町文化会館�
③町立大淀病院�
④町社会福祉協議会�

▲元気にプレーをする様子

▲�
本
町
か
ら
出
場
し
た
選
手
の
み
な

さ
ん

▲�
下
市
口
駅
前
で
の
街
頭
募
金

第６回市町村対抗子ども駅伝大会
　第６回市町村対抗子ども駅伝大会が、3月５日（土）北
葛城郡河合町の馬見丘陵公園で開催され、本町代表チー
ムとして10人の選手が出場しました。
　この大会は、子どもの健全育成を図るとともにスポー
ツ全般に必要な基礎体力や連帯感を養うことを目的に奈
良県などが主催して開催されたもので、県内の市町村か
ら37チームが参加しました。
　大会当日、暖かい日差しの中８区間14.665㎞のコー
スを選手たちは元気いっぱいに走りました。
　本町代表チームは、59分04秒で完走し37チーム中
24位という結果を収めました。また、タイムトライア
ルレースに参加した選手たちは、64人中33位・53位と
いう結果を収めました。

町スポーツ少年団　親善バレーボール大会
　３月13日（日）、町スポーツ少年団親善バレーボール
大会が町立平畑体育館で行われました。
　「今日の大会ルールはとにかく元気にプレーすること」
と開会式で宣言されたとおり、この親善大会では勝ち負
けは関係なく、団員同士の交流と親睦を図ることを目的
として開催されました。町内から4支団（6チーム）が参
加して元気いっぱいプレーをしていました。
　大会終了後の合同練習では、日頃一緒に練習していな
い他の支団の団員と声を掛け合いながら、試合とはまた
違った雰囲気でお互い切磋琢磨していました。

　町および町社会福祉協議会では、東北関東大震災の被
災者の支援のため、引き続き募金箱の設置を行っていま
す。
　みなさんの善意は日本赤十字社を通じて被災地に届け
ます。
　温かいご支援をお願いします。�

東北関東大震災の被災者救援募金について

　３月19日（土）・20日（日）、近鉄下市口駅前・吉野路大
淀 i センターおよび町内の５つの商業施設において、街
頭募金活動が行われました。これは、東北関東大震災の
被災者救援のための義援金を日本赤十字社を通じて、被
災地域へ送金することを目的としたものです。
　町・町社会福祉協議会および各種団体有志による「ご協
力をお願いします。」との呼びかけに対し、多くの人が快
く募金してくださいました。
　みなさんのご支援のおかげで、多額の募金が集まりま
した。ご協力ありがとうございました。

街頭募金を行いました 募金箱を設置しています

せっ さ たく ま
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３月20日（日）に町文化会館あらかしホールで、大和猿楽子どもフェスティバル・ちびっ子桧垣本
座卒業発表会を開催しました。
フェスティバルは、桧垣本猿楽座を本町独自の文化財産として育み、後世に伝えるための事業「大

淀町能楽プログラム」の一環として実施しました。また、このイベントは単なる卒業発表会にとど
めず県内外で能楽などの伝統芸能を学んでいる子ども達との交流事業と位置づけています。心を育
むためには「先人の生き方や本物の文化・芸術から学ぶ」「地域の力で教育を支える」ことが今とても
注目されています。
ちびっ子桧垣本座のほか、能、狂言、からくり人形、御

ご

殿
てんまんざい

万歳、八
や

雲
くも

琴
ごと

などをけいこする団体が
県内外から参加しました。どの団体もこれまでの練習成果を舞台で発表できたようでした。
フェスティバルの最後には、ちびっ子桧垣本座の指導をする先生たちが、舞

まいばや

囃子
し

「船
ふなべんけい

弁慶」を演じ
ました。
この日は、ＮＨＫ「ルソンの壷」でも紹介された大淀町生まれの組み立て知育ブロックＬＡＱ（ラ

キュー）のサーカスをテーマにした特別展示も併せて行われました。
平成22年度は大淀町能楽プログラムを財団法人地域創造の創造プログラムとして行うことがで

きました。
参加団体は以下のとおりです。ちびっ子桧垣本座（大淀町）、犬山中学校アートコミュニケーショ

ンクラブ（犬山市）、金岡こども狂言教室（堺市）、山添村御殿万歳こども教室（山添村）、橋本こども
狂言教室（橋本市）、兵庫県立湊川高等学校能楽部（神戸市）、常翔学園高等学校古典芸能部（大阪市）、
明日香村伝承芸能こども教室（明日香村）

　翌日、３月21日（月）には、大阪市にある大
おおつき

槻能楽堂で公益社団法人能楽協会大阪支部が主催の「さ
わってみよう！能の世界！」に出演しました。親子で能楽体験に来ている人たちの前で連

れんぎん

吟、舞囃
子を発表しました。第９期生としては初めての能楽堂での発表でしたが、たくさんの拍手をいただ
きました。座員にとって能舞台の音の響きは普段味わえない格別な感じがして、とても貴重な舞台
となったようです。

　第９期ちびっ子桧垣本座の活動は終わりました。うれしいことに継続しておけいこしたいと言っ
てくれる座員もいました。ちびっ子桧垣本座も平成23年度で10年目となります。子どもたちを介し
て、能楽にちょっと触れてみてください。これからも応援お願いします。

大和猿楽子どもフェスティバル・
第９期ちびっ子桧垣本座卒業発表会
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み
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で
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平成23年度　
大淀町人づくり・まちづくり助成事業を実施します
　町では、活力ある地域づくりをめざすため、町民が自主的で主体的に行う地域づくりの
団体に対して「大淀町人づくり・まちづくり助成金交付要綱」により助成を行います。
１．助成対象事業
　①�郷土文化の保存・伝承・学術的な調査・研究および本町にふさわしい新しい文化を創造
する活動、事業等

　②子どもの健全な育成を図る事業
　③地域づくり推進事業
　④地域の課題を地域住民が主となって解決するための事業
　※他の団体から助成を受けていない事業に限ります。
２．募集期間
　４月１日（金）から４月28日（木）まで
３．助成の額
　助成対象となる経費の２分の１以内とし、上限を10万円として助成するものとします。
　※　要綱に基づき審査を行い、助成団体を決定します。
４．その他
　助成の対象となる団体は、以下のすべてを満たす団体とします。
　◦町内に事務所または事務所機能を有すること。
　◦団体の活動範囲に大淀町が含まれること。
　◦10人以上で構成され、複数の町民を含むこと。
　◦�規約・会則等で運営方法が決まっており、会員の得喪に関して、不当な条件を付して
いないこと。

　◦宗教的、政治的および反社会的活動を目的としないこと。
　※�　詳細は、町役場企画政策課に問い合わせてください。本町のホームページにも関連
情報・事業内容等を掲載しています。

■問い合わせ先　町役場　企画政策課
　　　　　　　　URL　http://www.town.oyodo.nara.jp/seisaku/chiiki_katsudou/�

過
去
の

助
成
団
体
の
一
例

NPO法人
ならチャレンジド

やすらぎの里
ましが丘推進委員会

さなて村づくりの会
ましが丘推進委員会

“夢”町づくり大淀
ましが

北野こどもサークル
ましが

上桧垣本子ども会
ましが

今木里おこしの会
ましが
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税務課からのお知らせ

原動機付自転車等の登録について
　最近、軽自動車税の対象となる原動機付自転車等について、専門
業者等を利用しないでインターネット取引など個人間での売買が増
えています。その際に登録に必要な書類が無かったり、廃車手続き
が完了していなかったりすると不利益を被ることもありますので、
個人間での売買の際には「必要な書類が整っているのか」「必要な手
続きが完了しているのか」などを確認するようにしてください。
■他の人から購入する場合
本町での原動機付自転車等の登録（標識の交付）には、個人間での売
買や譲渡の場合は印鑑、廃車証明書および譲渡証明書が必要ですの
で、前所有者から車両とともに廃車証明書および譲渡証明書を受け
取るようにしてください。
■他の人に譲渡する場合
他人に譲渡する場合には、まず町役場税務課で標識を返納（廃車手
続き）して、廃車証明書の交付を受けてください。市区町村によっ
ては廃車証明書や譲渡証明書が無いと次の所有者は登録（標識の交
付）ができないことがあります。
また、廃車手続きを忘れていると、その車両にかかる軽自動車税は
前の所有者に課税されることになりますのでご注意ください。
■町役場税務課で可能な原動機付自転車等（大淀ナンバーのもの）以
外の登録・廃車・名義変更は軽自動車検査協会奈良事務所または奈
良運輸支局等で手続きをお願いします。

今年10月支給分の公的年金から
町県民税の引き落とし（特別徴収制度）が始まります

　この制度は公的年金にかかる町県民税の納税方法を普通徴収（＝金融機関等の窓口での納付や口座振替）から
特別徴収（公的年金からの引き落とし）に変更することが目的で、新たな税負担が生じるものではありません。
※特別徴収制度とは・・・年金支払者（日本年金機構など）が年金にかかる町県民税を年金の支給ごとに対象者の

年金から引き落として住所地の市町村へ直接納入することです。
■特別徴収の対象となる人
　この制度の対象となるのは、「４月１日現在65歳以上の公的年金受給者で、前年中の公的年金所得に係る町県
民税の納税義務のある人」です。
　ただし、次に該当する場合は引き落としの対象になりません。
◦介護保険料が公的年金から引き落としされていない人
◦老齢基礎年金等の年額が18万円未満の人
◦引き落としされる町県民税が老齢基礎年金等の額を超える人
■引き落としの対象となる年金
◦老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金等
※障害年金、遺族年金からは、町県民税の引き落としはされません。
■特別徴収をする税額は、６月上旬に送付する平成�3年度の町県民税納税通知書の中でご案内します。

納期内に納めましょう
固定資産税の全期・第１期の納期です

　平成23年度分の固定資産税の全期・第１期
分の納期は５月２日までです。

軽自動車税の納期です
　平成23年度の軽自動車税の納期は、４月
��日から５月1�日までです。軽自動車税の
納付書は、４月22日頃に発送する予定です。

※�　固定資産税、軽自動車税はコンビニエ
ンスストアでも納付できます。ただし、
バーコードのないもの、納期限を過ぎた
もの、金額を訂正したものや汚れなどに
よりバーコードを読み取れないものは取
り扱いできません。また、納付金額が30
万円を超える場合も取り扱い
　できません。

■問い合わせ先　町役場　税務課

　

４
月
か
ら
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成
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の
学
生
納
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例
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付
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ま
し
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。

　

こ
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は
、
学
生
の
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険
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困
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、
本
人
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申
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学
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保
険
料
の
納

付
を
猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
人
は
、年
金
手
帳
・

印
鑑
・
新
し
く
交
付
さ
れ
た
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
手

続
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
代
理
の
人

が
申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
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付
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申
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は
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は
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生
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付
特
例
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認
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、
年
金
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町
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ほ
け
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課

「学生納付特例制度」の申請受付開始



13

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場総務課　☎0747－52－5501
◇�こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120－667－740

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や地
域の話題、幼稚園・保育所・小学校などの様子を放送
しています。
　４月は、「保育所・幼稚園・小学校・中学校の入学式」
「大和猿楽子どもフェスティ
バル」「柳の渡し」「大阿太高原
に梨の花咲く」などを放送す
る予定です。

◆�４月��日から「あらかしテレビ」デジタル放送を開
始します。
　「あらかしテレビ」の番組が、現在のアナログ放送に
加え、デジタル放送の11チャンネルでもご覧いただ
けるようになります。
〈チャンネルの設定について〉
　４月１日からデジタル放送の試験放送を行います
ので、それ以降にチャンネルの設定をお願いします。
◆�ケーブルテレビ加入促進補助金受付が９月で終了
します。
　加入を考えられている人は早いめに申し込んでく
ださい。

　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケー
ブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。

はいだしょうこファミリーコンサート
（出演）はいだしょうこ　坂田おさむ

■日　時
　７月16日（土）２回公演
　［１回目］
　 開演　正午
　［２回目］
　 開演　午後２時30分
　※　開場は各30分前
■場　所
　町文化会館あらかしホール
■前売入場料
　全席指定
　［一　般］2700円
　［友の会］2400円（前売りのみ）
※　大人、子ども同一料金
　　１歳未満ひざ上鑑賞に限り無料
■前売開始　４月23日（土）から
※　友の会は４月16日（土）から先行発売
■問い合わせ先　町文化会館　☎0747－54－2110

あらかしキッズカーニバル
スイートプリキュア♪と海賊戦隊ゴーカイジャーの

スペシャルステージ
■日　時　８月27日（土）
■場　所　町文化会館あらかしホール
■問い合わせ先　町文化会館　☎0747－54－2110
　このほかにも魅力満載のイベントをいろいろ実施す
る予定です。どうぞご期待ください！！

　７月24日までに「アナログ放送」は終了し「地上デジ
タル放送」へ移行します。受信準備をお願いします。
　地デジに関するご相談は、次のところまでお気軽に
相談してください。
■ケーブルテレビに関する問い合わせ先
　こまどりケーブル株式会社
　☎0120－667－740
　○月曜日～土曜日　午前９時～午後５時30分
　○日曜日・祝日　　 休み
■その他の問い合わせ先
　奈良県テレビ受信者支援センター（デジサポ奈良）
　☎0742－90－2222
　○月曜日～金曜日　　　午前９時～午後９時
　○土曜日・日曜日・祝日　午前９時～午後６時
■「詐欺」にご注意を！
◦�地上デジタル放送に便乗した架空請求などの悪質商
法には十分ご注意ください。
◦�地デジ対応で「総務省」や「テレビ局」など関係機関が
お金を請求することは一切ありません。

地上デジタル放送への移行について

　大淀町ではこのたび、宝くじの助成を受けて、マイ
クロバス１台（29人乗り：乗務員１名含む）を購入しま
した。
　これまでに引き続き、町の関係機関、教育関係団体、
町内各種団体の研修や各種事業に利用できます。また
このバスは、大阪府における排ガス規制にも対応して
おり、大阪府内への乗り入れも可能となりました。
※�　なお、在来車両１台は、退役しました。（現在の保
有台数は１台です。）

マイクロバスを購入しました
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５月12日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
�������������尿検査・血圧測定・保健師や栄
�������������養士による健康についての相談
�������������を行います。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健センター
で交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●子どもの健康診査

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４カ月児健康診査
４月13日（水）・午後０時45分～午後１時 H22.11.14～ H22.12.16生まれ
５月16日（月）・午後０時45分～午後１時 H22.12.17～ H23. １.14生まれ

10カ月児健康診査
４月14日（木）・午後０時45分～午後１時 H22. ５.16～ H22. ６.15生まれ
５月17日（火）・午後０時45分～午後１時 H22. ６.16～ H22. ７.15生まれ

３ 歳 児 健 康 診 査 ４月26日（火）・午後１時15分～午後２時 H19. ９. １～ H19.10.31生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４カ月児健康診査では、BCG予防接種を同時実施します。
※４　４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、終了後健康診査を実施します。
　　　健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。

●予防接種

予防接種名 実施日
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期
初回

（３回接種）

４月11日（月）
５月18日（水）
６月13日（月）

H22.10.18～ H22.11.13生まれ ７歳６カ月未満の子

Ⅰ期
追加

４月11日（月）
H21. ５.16～ H21. ６.15生まれ ｢Ⅰ期初回 ｣の接種を終了した

７歳６カ月未満の子

Ⅱ期 前年度対象者で受けていない
13歳未満の子

☆今年度Ⅱ期対象者（小学校６年生）の人は、夏休み期間に集団接種を予定しています。
　夏休み前に各学校または、保健センターから個人通知します。

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期 ４月25日（月） H22. ３.30～ H22. ４.25生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 ４月４日（月）
４月25日（月） H17. ４. ２～ H17. ６.30生まれ 幼稚園・保育所等の年長児

☆�第４期（高校３年に相当する年齢の人）・第３期（中学１年で私学等通学の人）の対象の人は、夏休
み期間に集団接種を予定しています。６月末ごろ個人通知します。
☆�第３期対象者（中学校１年生）で大淀中学通学の人は、大淀中学での集団接種を予定しています。��
日程については、学校よりお知らせします。

ポ　　リ　　オ ４月19日（火） H22. １. １～ H22. ６.30生まれ ７歳６カ月未満の子

日本脳炎 Ⅰ期
初回

１回目
４月20日（水）
４月22日（金）

H19. ４. ２～Ｈ20. ４. １生まれ Ｈ18. ４. ２～Ｈ19. ４. １生まれ
で初回接種を受けていない子

２回目
５月23日（月）
５月25日（水）

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。　
※２　受付時間は午後１時30分～午後２時までです。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉
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　生活保護世帯および住民税非課税世帯に属する
人でインフルエンザワクチン接種を受けた人には、
接種費用が全額助成されます。
　助成は、いったん接種料金を医療機関でお支払
いいただき、後日還付する方法で行います。
　助成の申請方法等については、町保健センター
へ問い合わせてください。
■申請の手続き期間
　４月30日まで
■問い合わせ先　
　町保健センター（健康増進課）　
　☎0747－52－9403

（新型）インフルエンザワクチン
接種費用の助成について

　現在、全国的なワクチンの供給不足により、各医療機
関での予約が困難な状況となっています。
　今後厚生労働省から何らかの方針が示されましたら、
広報およびホームページ等でお知らせします。
　平成23年３月７日付けで厚生労働省から現在高校１
年生の女子（平成６年４月２日～平成７年４月１日生）の
みなさんは、平成23年３月末までに１回目の接種をでき
なかった場合にも、当分の間、公費負担の対象とすると
の通知がありました。
　保護者のみなさんには、たいへんご迷惑をおかけしま
すが、ご理解いただきますようお願いします。
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）
　　　　　　　　☎0747－52－9403

子宮頸がん予防ワクチン
供給不足に関するお知らせ

　大淀町保健センターは、町立大淀病院の西側（中吉野
警察署側）の４階にあります。その役割は、赤ちゃんか
ら高齢者までの全ての町民が健康な生活を維持し、病
気の予防や早期発見ができるようにサポートすること
です。例えば、町内の公民館等を回って健康のお話を
したり、がん検診、料理教室、赤ちゃんの健診、予防
接種など様々な事業を行っています。
　なお、今月号の折り込み『大淀町保健事業予定表』は、
保健センターの平成23年４月から平成24年３月までの
事業予定ですので、ご参照ください。
　今回は、『赤ちゃん（新生児）訪問』についてお話します。

　４月1日から保健センター内に健康増進課を設置し、
保健センターの事業を実施することになりました。こ
の機会に、保健センターの事業をみなさんにより理解
をしていただくため、『保健センターだより』が始まりま
す。

　赤ちゃんが生まれることで今までとはまた違った新
鮮な生活が始まります。日々赤ちゃんのできることが増
え、たくさんの嬉しい出来事を経験される中でもちろん
戸惑いや心配事も出てきます。母乳の量や睡眠につい
て…赤ちゃんはそれぞれに個性を持っているのでお母
さん・お父さんの心配事や悩みもそれぞれ違います。お
母さん・お父さんが赤ちゃんとの新しい生活を築き、笑
顔で子育てができるよう
に応援する、それが赤ちゃ
ん訪問の目的です。
　訪問の様子です。とて
も可愛い、元気なお顔を
見せてくれました。ご自
宅で実際に赤ちゃんを見
ることで、一緒に赤ちゃ
んの成長の様子を確認す
ることができ、赤ちゃんの状態に合わせた育児方法な
どご相談しやすくなります。
　例えば、母乳で育てているお母さんは、飲んだ量が分
かりにくいので量が足りているのか、体重が増えている
のか心配されることも多いようです。訪問時は10ｇ単
位で測定できる赤ちゃん用の体重計で測定しますので、
目に見えない小さな成長を正確に知ることができます。
体重の増え方に応じたアドバイスもしています。どう
ぞお気軽にご相談ください。
　赤ちゃん訪問以外にも『すくすく相談（毎月第１木曜
日午前9時～午前11時）』にて身体測定や育児相談もして
いますので、ご利用ください。
　来月の保健センターだよりは『胃がん検診』について
です。

＊＊＊赤ちゃん（新生児）訪問＊＊＊
■内　　　容　
　ご自宅に訪問して
　　①身体測定（身長、体重、頭囲、胸囲）
　　②成長・発育の確認
　　③育児の相談
　　④お母さんの産後の健康状態の確認
　　⑤子育てに関する情報提供　等
■訪問担当者　保健師
■所 要 時 間　30～40分程度
※　相談内容などにより前後します。
■料　　　金　無料
■申　込　み　
　保健センター（健康増進課）に電話してください。
　☎0747－52－9403
※�　保健センターからもはがき・電話でお知らせし
ます。

～お知らせ～
　本紙今月号の折り込みで、平成23年度の町保健事業予定（成人の検診、子どもの健康診査・予防接種・教室など）
をお知らせしています。
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』

　一般の人、患者様、付き添いの人のための講
座です。
■日　時　４月22日（金）
　　　　　午後２時から１時間程度
■場　所　町立大淀病院
　　　　　２病棟３階　会議室
■定　員　30人
■料　金　無料
■申し込み　
　事前の申込みもできます。
■問い合わせ先　
　町立大淀病院　経営企画課
　☎0747－52－8801

いきいき健康セミナー
　第４回セミナー　　　　
　『もっと知ろう！検査のこと』
　～血液や尿で何がわかるの？～
講師：臨床検査技師　中村　雅子先生

　奈良県看護協会南和地区の保健師、看護師、奈良
県栄養士会の栄養士が担当します。みなさん気軽にお
越しください。
　参加された方には ､粗品をプレゼントします。
■日　時　
　5月14日（土）午前10時～午後３時
　※　雨天決行
■場　所
　吉野路大淀ｉセンター（芦原）
■内　容　　　
○健康チェック：血圧・身長・体重・骨密度・体脂肪・血
○健康チェック：管年齢
　※　骨密度は素足で測定します。
○相談コーナー：健康相談・栄養相談　看護師進路相談
○AED体験コーナー
○手洗いチェック
■参加費　無料
■主　催　
　奈良県看護協会南和地区支部

看護の日フェスタ
一日まちの保健室
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日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15

1917

10 11

24 26 27 29

983 4

　 1 2

20 21 22 23

16

4月のカレンダー4月のカレンダー

30

18

4月のカレンダー

25

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日　　　　

5 6 7

2828

４月のおはなし会
●４月９日（土）
　午後２時30分～　
　こどものためのおはなし会
●４月17日（日）
　午後３時～　
　こどものためのおはなし会
●４月24日（日）
　午後２時～　　　
　大人のための朗読会　響

　４月27日はギリシャの哲学者ソクラテスの命日といわれており、それ
にちなんで哲学の日とされています。そういえば昨年は『これからの「正
義」の話をしよう』（M.J.Sandel/ 著）や『超訳ニーチェの言葉』（白取春彦
/編訳）などの、哲学に関する書籍が話題を集めました。新年度がはじまり、
新たな生活をスタートさせていらっしゃる方も多いと思いますが、新生
活の指針に、哲学に関する本などはいかがでしょうか？

　人間って何？私って誰？本当の友達
って？恋する気持ちって？そんな人間
の疑問に対し、過去の哲学者たちの言
葉を挙げて考える本です。疑問に対す
る直接の回答がなされているわけでは
ありませんが、回り道しながらじっく
り考えていくことの大切さが説かれて
います。岩波ジュニア新書シリーズの
本ですので、10代の方にも解りやすく
読んでいただける１冊です。

　昨年大反響となったマイケル・J・サ
ンデルの思想と「コミュニタリアニズ
ム」について、サンデルが信頼を寄せ
るという著者が解説した１冊です。サ
ンデルといえば、ＮＨＫのテレビ番組
などから「対話型講義」や「正義の話」の
イメージがありますが、それだけでは
語れない深遠について書かれていま
す。サンデル哲学の根源に迫る１冊で
す。

　古今東西23人の哲学者の「グッとく
る一言」を題材に、臨床哲学者とフリー
ライターの熱い対談をまとめた１冊で
す。哲学者の言葉といえば難解なイ
メージがありますが、この本では解り
やすく（そして下世話に）解説してくれ
ています。本格的な哲学書ではなく、
気軽に哲学書を読みたいという方にお
すすめです。

　おおかみのゴンスケはいつも腹ペ
コ。今日も森を歩いていると運よくう
さぎを見つけます。そっと忍び寄り飛
びかかろうとしたその時「ふっ、バカ
なおおかみね。」とうさぎは言います。
そして哲学を持った知的なおおかみ
じゃないと私は食べられないわよ、と
あからさまに見下すのです。ムッと
したゴンスケはうさぎを食べるために
「哲学を持ったおおかみ」になろうとす
るのですが…。さてゴンスケは無事に
（？）うさぎを食べることができるので
しょうか。

「哲学のことば」　
著／左近司祥子　岩波書店

「サンデルの政治哲学」
著／小林正弥　平凡社

「テツガクうさぎにきをつけろ」
作／きむらゆういち　絵／山下ケンジ　講談社

図書館からのお知らせ
朗読劇への出演者を募集しています
　図書館では、図書館まつりに住民参加の「群読」（複数の読み手による朗読）の取
り組みを企画しています。そのため多くの老若男女の参加を募集します。今回の
群読は、作家井上ひさし氏が遺した未来へのメッセージ朗読劇「水の手紙」－群読
のために－です。
■朗読指導者　佐渡娑智子先生　　　　■演出指導者　熊本一先生
■募集人数　　100人　　　　　　　　■締め切り　　４月末
■問い合わせ・申し込み先　町立図書館（☎0747－54－2120）

図書館利用者カード情報更新のお願い
　町立図書館では、開館10年を経過したことに伴い、利用者カード情報の更新
を平成19年４月１日から実施しています。カードの更新対象者につきましては、
貸出窓口でお知らせしますので、ご協力をお願いします。
■平成�3年度に新たにカード情報更新対象者になる人
　平成13年４月１日から平成14年３月31日までにカードの登録をした人�
■カードの更新方法
　住所、氏名等の変更がないかを確認しますので、利用者カードと住所・氏名が
確認できるもの（運転免許証・健康保険証・郵便物等）を窓口に持参してください。
なお、利用者情報のみの更新です。カードは新しくなりませんので大切にお持
ちください。また、平成22年度の更新対象の人で、まだ更新されていない人も、
引き続き更新の受付中ですので、手続きをお願いします。

「てつがくこじんじゅぎょう」
著／鷲田清一・永江朗　バジリコ株式会社
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　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」「授乳」
など、家庭への子育てについて相談がある場合は、自宅に
訪問します。気軽に利用してください。

ベビーマッサージ
◇内　　容　助産師が指導します。
◇日　　時　４月12日（火）
◇参 加 費　初回300円、次回から200円が必要です。

発会式
◇日　　時　４月13日（水）午前10時～
◇内　　容　�一年間の予定をお話します。
※　３クラス合同で行います。

ママサークル
◇内　　容　ティータイム
◇日　　時　４月19日（火）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇持 ち 物　200円

お誕生会
◇内　　容　�４月生まれのお友達を、クラスのお友達み

んなでお祝いします。素敵なプレゼントも
ありますので、４月生まれのお子さんはぜ
ひ参加してください。

※　各クラスごとに行います。

　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業
を実施しています。
■ク ラ ス　ひよこクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）
　　　　　　月２回（１回はプレママクラスと合同）
　　　　　　パンダクラス（１歳児）　月曜日
　　　　　　ウサギクラス（２歳児以上）　水曜日
　　　　　　プレママっこ（マタニティー）　月１回
■時　　間　午前10時～午前11時30分（９時30分から開放）
■場　　所　町地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
　　利用してください。申し込みは必要ありません。
　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先　延明保育園　☎0747－52－0388

ひ
よ
こ

ク
ラ
ス

４月13日（水） 発会式「はじめまして　こんにちは！」

４月26日（火）
プレママっこ合同　ワイワイたいむ
「ママの自己紹介♪」・お誕生日会

パ
ン
ダ

ク
ラ
ス

４月13日（水） 発会式「はじめまして　こんにちは！」
４月18日（月） こいのぼり作り

４月25日（月）
ワイワイたいむ「ママの自己紹介♪」・
お誕生日会

ウ
サ
ギ

ク
ラ
ス

４月13日（水） 発会式「はじめまして　こんにちは！」
４月20日（水） ワイワイたいむ「ママの自己紹介♪」
４月27日（水） こいのぼり作り・お誕生日会

パパと遊ぼう
●日　時　６月12日（日）　
　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　所　地域子育て支援センター
●内　容　�今、父親の育児参加が注目されています。

お子さんと一緒に楽しく遊ぶヒントをお
教えします。思いっきり遊びましょう。

林野火災の防止
　この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすい季節で
す。また、ハイキング・山菜取り等で入山者が多く、
特に林野での火災が多発する季節でもあります。
　このような林野での火災予防のため、次のことに気
をつけましょう。

●�枯草等のある火災の起こりやすい場所でのたき火は
やめましょう。
●タバコの投げ捨てはやめましょう。
●子供たちの火遊びは、絶対にやめましょう。

火事・救急は119
もう取り付けましたか？住宅用火災警報器
設置相談窓口　☎0�4�−��−1199

中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署
http://www.nakayoshino.or.jp/

大淀町ふるさと
応援寄附金について

　２月中に次の方々から寄附をいただきまし
た。
　西尾　　修　様
� 100,000円
　吉野　修史　様
� 300,000円
　他２名　様
� 160,000円
　みなさまの熱い想いを実現
できるように、大切に活用さ
せていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願
いいたします。
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　お医者さんにプールで運動をすすめられたが何をし
たらいいのかな？
　これからの事を考えて運動をしたいけど何をしたら
いいのかな？
　そういった疑問に専門インストラクターがお答えし
ます！
　プールでの運動が初めての人も安心して参加してく
ださい。
◇日　　程　
　水曜　午前10時30分～午前11時15分
　金曜　午後２時～午後２時45分
◇対　　象　16歳以上の人
◇参加料金　１ヶ月3,000円（全４回）
　　　　　　３ヶ月8,000円（全12回）

【定期利用おすすめ　その１】
個別運動メニューでサポート！
　オリエンテーション時に、
「体脂肪率を３％減らしたいなぁ…」
「ウエストを３㎝減らしたいなぁ…」
「体重を３㎏減らしたいなぁ…」
など、目的をトレーナーに伝えてください。
　お客さまの体力などを考慮して運動メニューを提案
させていただきます。
　また、定期的に測定をしながらご希望の目標に向け
て身体を動かしていただけます。

【定期利用おすすめ　その２】　
レッスンで楽しく！
　スタジオではエアロビクスやヨガ、健康体操教室を、
プールではアクアビクスや水中歩行、水泳教室などお
好きなレッスンにお好きなだけ参加していただけます。
　トレーニングジムでの運動にレッスンをプラスして
いただくことで楽しみながら身体を動かしていただけ
ますので、飽きることなく継続していただけます。
※�　スタジオレッスンには一部参加定員のあるレッス
ンもあります。

【定期利用おすすめ　その３】　
�30分でも、ちりも積もれば…
　短い時間でも運動していただければその分効果はあ
ります！
「お仕事帰りにちょっとだけ…」
「空いた時間にちょっとだけ…」
その“ちょっと”も積もり積もれば大きな効果になって
いきますよ！
　定期利用していただくと月単位でのご利用となりま
すので月内に何度でも来ていただけます。
　プールでちょっと歩いて、マッサージ器でリラック
ス…
　というその日のお疲れを癒す使い方もいいですよね。

　どのように利用していただくかは、お客さまの自由
です！
　いつでも見学していただけますのでお気軽にお越し
ください。

◇定期利用料金　 １ヶ月　4,800円
　　　　　　　　 ６ヶ月　26,000円
　　　　　　　　12ヶ月　48,000円
※　定期利用には事前に日時をご
　予約のうえ、オリエンテーショ
　ンが必要です。まずはお電話に
　て問い合わせてください。

関節痛対策水中運動のご紹介

定期利用者募集

平成23年度　公立保育所園庭開放について
　

いっしょに保育所であそびませんか♪
保育所に入所していなくても親子で参加できます。

どうぞお気軽におこしください。

■日　時　月曜日から金曜日
　　　　　午前10時から午前11時
■対象者　未就園児（０歳～）とその保護者
■住　所　大淀町大字桧垣本2484番地の１
■電　話　0747－52－2693
■メールアドレス
　　　　　１－hoiku@town.oyodo.lg.jp

町立第一保育所

■日　時　毎月　第３木曜日
　　　　　午前10時から午前11時
■対象者　未就園児（０歳～）とその保護者
■住　所　大淀町大字越部1179
■電　話　0747－52－4071
■メールアドレス
　　　　　aozora－hoiku@town.oyodo.lg.jp

町立あおぞら保育所

各保育所の年間予定表は、福祉課窓口にあります。
日程、内容を確認してください。
■問い合わせ先　町役場　福祉課
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え
あ
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時
～
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この欄や人権についてのご意見を
募集しています。

町役場　人権住民課　人権施策推進室
E−MAIL：jinken@town.oyodo.lg.jp

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
頃
、

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
と
い
う
大
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大

津
波
に
よ
っ
て
沿
岸
の
町
々
は
壊
滅

的
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
危
機
的

な
事
故
が
重
な
り
、
未み

ぞ

う
曾
有
の
大
災

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
は
北
海

道
か
ら
東
北
、
関
東
ま
で
の
広
範
囲

に
至
り
、
３
月
20
日
現
在
で
40
万

人
も
の
住
民
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は

２
万
１
千
人
を
数
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
後
、
被
害
は
さ
ら
に
膨
ら
む

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
の
猛
威

や
、
目
に
見
え
ぬ
放
射
能
の
恐
怖
を

ま
だ
ま
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　

連
日
の
報
道
の
中
で
被
災
し
た

人
々
の
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
廃
し
た
町
を
前
に
呆
然
と
立
ち
す

く
む
姿
、
家
族
の
安
否
が
分
か
ら
ず

途
方
に
く
れ
る
姿
、
家
族
と
の
再
会

に
涙
な
が
ら
に
喜
ぶ
姿
。
人
ど
う
し

が
支
え
あ
い
、
力
を
寄
せ
合
う
姿
。

そ
し
て
、
復
興
に
向
け
て
生
き
て
い

こ
う
と
す
る
力
強
い
姿
が
映
し
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
々
の
姿

は
多
く
の
国
民
の
胸
を
打
ち
、
心
か

ら
の
声
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
直
面
し
て
も
な
お

冷
静
で
秩
序
あ
る
被
災
地
の
人
々
の

姿
に
、
世
界
の
人
々
か
ら
賞
賛
と
尊

敬
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

互
い
苦
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
相
手
を

思
い
や
り
、
自
ら
を
律
す
る
被
災
地

の
人
た
ち
に
、
同
じ
国
に
住
む
者
と

し
て
誇
り
を
感
じ
ま
す
。

　

被
災
地
域
に
対
し
、
日
本
国
中
は

も
と
よ
り
世
界
の
多
く
の
国
や
地
域

か
ら
も
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
数
え
切
れ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
駆
け
つ
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

大
淀
町
か
ら
も
支
援
物
資
や
皆
さ
ん

の
心
の
こ
も
っ
た
募
金
が
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。

　

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
紹
介
し

ま
す
。
東
京
近
郊
の
町
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
で
の
こ
と
で
す
。
レ
ジ
の
前

で
、
大
勢
の
大
人
た
ち
が
生
活
用
品

や
食
糧
を
両
手
一
杯
に
抱
え
な
ら
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
子
ど

も
が「
こ
れ
、
や
っ
ぱ
り
い
り
ま
せ

ん
。」と
買
お
う
と
し
て
い
た
お
菓
子

を
店
員
に
手
渡
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
て
い
た
千
円
札
一
枚
を
レ
ジ
横
の

募
金
箱
に
そ
っ
と
差
し
入
れ
た
と
言

う
の
で
す
。
不
必
要
な
ま
で
の
買
い

溜
め
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
大
人
た

ち
は
、
こ
の
子
ど
も
の
行
動
を
ど
う

見
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

被
災
さ
れ
た
人
々
の
心
が
癒
さ

れ
、
生
活
が
落
ち
着
く
ま
で
に
は
か

な
り
の
月
日
を
要
す
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
苦
し
い
時
こ
そ
支
え
あ
う
時

で
す
。
そ
の
日
ま
で
、
絶
や
さ
ぬ
声

援
を
送
り
続
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

最
後
に
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
に
心

よ
り
の
哀
悼
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　３月13日（日）に開催を予定しておりました伝統文化シンポジウム』は、
現在、国内で東北・関東大震災の被害が広がりをみせていることから、開
催を延期させていただくこととなりました。
　参加を希望されていたみなさんには、急なお知らせで大変なご迷惑と
ご心配をお掛けしますが、ご理解をよろしくお願いします。なお、順延
日は未定ですが、後日広報等で案内させていただく予定です。

『伝統文化シンポジウム』開催延期のお知らせ
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　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050－3383－5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050－3383－0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

無料法律相談（予約が必要です）

住宅増改築相談

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　毎週月〜金曜日（平日）
　　　　午前９時30分〜午後４時30分
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　４月15日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場

■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081
■日時　５月16日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民福祉課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　６月16日㈭
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　川上村役場
■問い合わせ　川上村役場地域振興課
　　　　　　　☎0746−52−0111

■日時　４月16日㈯　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　４月８日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　吉野町中央公民館
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

大淀中学校英語指導助手の
マリッサ・アケミ・ルボンさん

こんにちは、みなさん！元気ですか！
　先月の終わりに約束していた、私の日本での初めてのバ
レンタインデーについて話したいと思います！アメリカと
日本ではバレンタインデーには少し文化の違いがありま
す。アメリカでは、バレンタインデ―はロマンティックな
日です。カップルが中心です。それゆえ、男性や女性は愛
情のしるしをあげたりもらったりします。ホワイトデーの
ような概念はありません。すべてのことは２月14日だけ
します。そしてチョコレートはバレンタインデーの最も人
気のある贈り物の1つです。バラやメッセージカードなど
様々なプレゼントをします。チョコレートを作ることはし
ません。

　下市中学校で働くニーサは日本のバレンタインデーをし
たがっていて、吉野郡で働くALTたちに‘giri’チョコ（義理
チョコ）を作ってあげることにしました。私たち２人とも
チョコレートを初めて作りましたが、作り方がわかりませ
んでした。私たちはチョコレートを湯煎して、型に流し込
んで固めるという簡単なものにしました。ダイソーで「義
理チョコ」と書いてあるおもしろい型を見つけました。結
果は最高でした！チョコレートはかわいらしく、かわいい
箱にラッピングもしました。あげた友達はとても喜んで全
部食べてくれました！

　来年は、ちがった種類の「義理チョコ」を作りたいと思っ
てます。

マリッサ

Hello,�everyone！�Hope�you�have�all�been�well！
　As�promised,�this�month's�entry� is�going�to�be�
about�my�first�Japanese�Valentine's�Day!�There�are�
a�few�cultural�differences�between�Valentine's�Day�
in�the�U.S.�and�Japan.�In�America,�Valentine�Day�is�a�
romantic�holiday.�The�focus�is�on�couples.�Therefore,�
everyone,�male�or�female,�can�give�and/or�receive�
tokens�of�affection�on�Valentine's�Day.�Plus,�there�is�
no�concept�of�White�Day.�Everything�happens�solely�
on�February�14th.�And,�although�chocolate�is�one�
of�the�more�popular�gifts�on�Valentine's�Day,�there�
is�greater�variety�of�presents�given,� like�roses�or�
greeting�cards.�Therefore,�making�chocolates�is�not�
very�common.

　This�being�said,�Neetha,�the�ALT�who�works�at�
Shimoichi�JHS,�and� I� really�wanted�to�celebrate�
Valentine's�Day�the‘Japanese’way�and�decided�
to�make‘giri’chocolate�to�give�to�other�male�JET�
friends�who�work�in�Yoshino-gun.�This�was�the�first�
time�either�of�us�had�made�chocolate�before,�so�
we�were�not�sure�of�how�to�do�it.�We�settled�on�
the�simplest�method�of�melting�the�chocolate�in�a�
double�boiler,�piping�it�into�molds,�then�letting�the�
chocolate�harden�in�the�freezer.�We�even�found�a�
mold�at�Daiso�that�hilariously�said‘Giri�Choco’on�
it.�The�end�results�were�awesome!�The�chocolate�
looked�so�pretty�and�we�wrapped�it�in�cute�boxes.�
The�friends�we�gave�it�to�were�really�happy�and�ate�
them�all！�
　Next�year,�we�plan�on�trying�to�make�different�
kinds�of‘giri’chocolate.

Marissa�
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ふれあいバスへの
有料広告を募集します

広告掲載場所により広告方法、広告掲載料、広告掲載期間等
が異なります。詳細は、お問い合わせください。
■問い合わせ先　町役場　福祉課

平
成
�3
年
度

中
央
女
性
学
級
学
級
生
募
集

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
み
た

い
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
た
い

…
。

　

そ
ん
な
女
性
に
ぴ
っ
た
り
の
活
動

を
し
て
い
る
中
央
女
性
学
級
で
は
、

平
成
23
年
度
の
学
級
生
を
募
集
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内　

容

　

講
演
会
、
社
会
見
学
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
実
技
講
習
会
等

■
開
催
期
間

　

平
成
23
年
６
月
～
平
成
24
年
３
月

　
（
年
間
10
回
程
度
、
平
日
に
開
催
）

■
対
象
者

　

本
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

■
申
込
方
法

　

は
が
き（
お
名
前
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
）ま
た
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

５
月
31
日（
火
）ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

FAX
０
７
４
７-

52-

５
５
０
７

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
す
ず
ら
ん

の
会
』で
は
、
毎
月
１
回
、
目
の
不

自
由
な
方
に
ま
ち
の
情
報
紙
広
報
お

お
よ
ど
の
朗
読
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

声
の
広
報
を
届
け
ま
す

平
成
�3
年
度

高
齢
者
学
級
学
級
生
募
集

　

平
成
23
年
度�

大
淀
町
高
齢
者
学

級
の
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
心
と
体
の

健
康
促
進
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
豊

富
な
経
験
や
知
識
を
家
庭
、
地
域
、

社
会
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
高
齢
者
学
級
を
開
講

し
ま
す
。

　

高
齢
者
学
級
で
は
、
生
き
が
い
学

習
・
人
権
学
習
・
健
康
促
進
学
習
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
、
年
間

を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対　

象

　

本
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
申
込
期
限

　

４
月
22
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

に
録
音
し
、
声
の
広
報
と
し
て
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

声
の
広
報
を
利
用
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
、
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
ご
紹
介
な
ど
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

す
ぎ
の
子
苑
で
は
、
利
用
者
の
み

な
さ
ん
が
訓
練
の
一
環
と
し
て「
さ

を
り
織
り
」を
し
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
小
物（
ポ

ー
チ･

カ
バ
ン
等
）に
作
製
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
を
募

っ
て
い
ま
す
。
空
い
た
時
間
に
苑
に

来
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ミ
シ
ン
は
苑
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
習
字
・
絵
画
等
の
ご
指
導

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
も
募
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
淀
町
下
渕
１
６
４
４-

１

　

�

社
会
福
祉
法
人
す
ぎ
の
子
会
・
す

ぎ
の
子
苑

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
９
２
１

平
成
�3
年
度

あ
ら
か
し
友
の
会
会
員
募
集

　

町
文
化
会
館
で
は
、
平
成
23
年
度

あ
ら
か
し
友
の
会
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
あ
ら
か
し
友
の
会
の
会
員

に
な
る
と
、
町
文
化
会
館
主
催
の
催

し
で
特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
特　

典

①�

チ
ケ
ッ
ト
を
会
員
価
格
で
購
入
で

き
ま
す
。

②�

チ
ケ
ッ
ト
を
先
行
予
約
で
き
ま

す
。

③�

情
報
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
お
送
り
し
ま
す
。

※�　

会
員
価
格
、
先
行
予
約
い
ず
れ

も
１
会
員
に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

ま
で
の
購
入
と
な
り
ま
す
。

■
年
会
費

　

１
，
０
０
０
円

■
会
員
期
限

　

�

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
末
日
ま

で
※�　

途
中
入
会
の
場
合
も
３
月
末
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
文
化
会
館

　

☎
０
７
４
７-

54-

２
１
１
０

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
奈
良
県

支
部
に
よ
る
学
習
会
と
話
し
合
い
を

開
催
し
ま
す
。
実
際
介
護
さ
れ
た
人

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日　

時

　

４
月
13
日（
水
）

　

�

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
■
内　

容

◦
学
習
会

　
「�

嚥え
ん

下げ

機
能
を
調
べ
る
造
影
検
査

に
つ
い
て
」

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

◦
話
し
合
い

　

�

日
ご
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
ょ
う

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

■
場　

所　

　

町
役
場　

２
０
２
会
議
室

■
参
加
費　

　

無
料（
申
込
不
要
・
自
由
参
加
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

　

奈
良
県
支
部　

　

☎
０
７
４
２-

41-

１
０
２
６

　

町
役
場　

ほ
け
ん
課

家
族
の
会
・
学
習
会
の

ご
案
内
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広 告 募 集 中 広 告 募 集 中広 告 募 集 中 広 告 募 集 中

町 役 場
0747－52－5501

0747－52－5502

大 淀 病 院 0747－52－8801

水 道 部 0747－52－0137

大 淀 消 防 署 0747－52－1199

教 育 委 員 会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

児 童 セ ン タ ー 0747－52－8319

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平 畑 体 育 館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文 化 会 館 0747－54－2110

図 書 館 0747－54－2120

町 社会福祉協議会 0747－52－1941

町包括支援センター 0747－52－7760

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

善意銀行だより善意銀行だより

町体育協会　春季大会
参加募集！！

　町体育協会では春季大会の参加チーム・参加者を募集し
ています。
　多くのみなさんのご参加をお待ちしています！
ソフトボール
　○日　　　時　４月17日（日）　午前９時集合
　○場　　　所　大淀健民運動場
　○申込締切日　４月12日（火）
一般バレーボール
　○日　　　時　４月17日（日）　午前９時集合
　○場　　　所　町立平畑体育館
　○申込締切日　４月12日（火）
ソフトテニス
　○日　　　時　４月17日（日）　午前９時集合
　○場　　　所　平畑運動公園テニス場
　○申込締切日　４月12日（火）
卓　球
　○日　　　時　４月29日（金・祝）　午前９時集合
　○場　　　所　町立平畑体育館
　○申込締切日　４月22日（金）
※�町ホームページのイベント情報（スポーツイベント）に開
催要項を掲載しています。

■問い合わせ先
　町体育協会事務局
　（町教育委員会事務局生涯学習課内）
　☎0747－52－1522

　今回、次の方々から善意が寄せられま
した。

□社会福祉へ
　金　1,000円
　匿名

□社会福祉へ
　金　11,611円
　有限会社ドライブインエス・ティ・ディ
　吉野路大淀 i センターレストランときん
　野瀬　寛之

□社会福祉へ
　金　1,055円
　H22年度大淀高校２年１組36名

　ありがとうございました。有意義に使わ
せていただきます。　��

町社会福祉協議会

　
■
幹
部
候
補
生

○�

受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人（
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
）

　

20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
に
相
当
す
る
人

○
受
付
期
間

　

�

５
月
６
日（
金
）ま
で

○
試
験
期
日

〈
１
次
試
験
〉

　

５
月
14
日（
土
）筆
記
試
験

　

５
月
15
日（
日
）筆
記
式
操
縦
適
性

検
査（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

〈
２
次
試
験
〉

　

�

６
月
14
日（
火
）か
ら
16
日（
木
）ま

で
の
間
の
指
定
す
る
日

■
一
般
曹
候
補
生

○�

受
験
資
格（
平
成
�4
年
４
月
１
日

現
在
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

○
受
付
期
間

　

�

５
月
６
日（
金
）ま
で

○
試
験
期
日

〈
１
次
試
験
〉

　

５
月
21
日（
土
）

〈
２
次
試
験
〉

　
�

６
月
22
日（
水
）か
ら
27
日（
月
）ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７-

22-

３
７
８
９

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内
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1
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1
日

発
行

大淀町民憲章
（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．�わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．�わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．�わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．�わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．�わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

　のうごき
平成23年₂月28日現在

●人　口� 19,828人（−20）
　　男� 9,506人（−10）
　　女� 10,322人（−10）
●世帯数� 7,603　（− 6）
����　（　）内は前月との比較

宮本賢太郎さん
社会福祉協議会　次長

たみやもと ろう

★仕事内容は
　普段は主に介護保険事業に関する業務や地域
福祉活動の推進を行っています。
　今回、震災にあたり、災害ボランティアコー
ディネーターとして被災地へ赴くことになりま
した。被災地の一日でも早い復興を願い、現地
で社協職員としてできることを最大限発揮して
きます。
★災害ボランティアコーディネーターとは
　災害発生時に被災地で復興支援を行う「災害ボ
ランティアセンター」の立ち上げ・運営を行いま
す。ボランティア活動希望者と現地のニーズ調
整を行い、活動を効率的に行えるように支援・
調整します。
★街頭募金にご協力ありがとうございました
　３月19日・20日に行われた街頭募金におき
まして、たくさんの方々に募金をしていただき、
本当にありがとうございました。みなさまの「被
災者への思い」や「善意の心」がビシビシと伝わっ
てきました。
　この義援金は、日本赤十字社奈良県支部を通
じて、被災地へ送らせていただきます。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

（北野）

両親からのコメント

元気で優しい男の子になってね☆

山中　亮磨くん
（平成22年４月１日生まれ）

やまなか りょうま

けん

広告 広告


